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笠
間
市
立
笠
間
小
学
校
正
門
北
一
帯
に
桝ま

す
が
た形
と
呼

ば
れ
る
地
名
が
残
っ
て
い
ま
す
。

桝
形
と
は
、
文
字
ど
お
り
穀
物
を
計
量
す
る
桝
の

よ
う
な
四
角
の
形
を
指
す
言
葉
で
す
が
、
城
郭
に
お

い
て
は
、
城
の
出
入
口
と
な
る
虎
口
に
設
け
た
敵
兵

の
城
内
侵
攻
を
防
ぐ
た
め
に
、
石
垣
・
土
塁
な
ど
で

囲
ん
だ
防ぼ

う
ぎ
ょ禦
施
設
で
す
。
こ
の
桝
形
を
笠
間
の
絵
図

か
ら
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

現
存
す
る
最
も
古
い
笠
間
城
下
の
絵
図
と
し
て

「
常
陸
国
笠
間
之
城
絵
図
」（
以
下「
笠
間
の
城
絵
図
」

と
略
）が
あ
り
ま
す
。
こ
の
絵
図
は
、
正し

ょ
う
ほ
う保
年
間（
一

六
四
四
～
一
六
四
八
）
に
江
戸
幕
府
が
諸
大
名
に
命

じ
て「
郷
帳
」（
検
地
帳
）
と
共
に
作
成
提
出
さ
せ
た

「
正
保
城
絵
図
」と
呼
ば
れ
る
絵
図
の
一
つ
で
す
。「
正

保
城
絵
図
」
は
、
幕
府
が
諸
藩
の
山
川
、
城
下
を
正

確
に
把
握
す
る
た
め
、
ま
た
各
藩
は
城
と
城
下
町
の

姿
な
ど
軍
事
的
機
密
事
項
を
包
み
隠
さ
ず
表
す
こ
と

で
、
幕
府
へ
の
恭
順
の
意
を
示
し
た
も
の
で
、
一
五

七
点
の
絵
図
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
幕
府
は

こ
れ
ら
を
江
戸
城
内
の
紅も

み
じ
や
ま
葉
山
文
庫
に
、
の
ち
に
明

治
政
府
が
内
閣
文
庫
に
収
め
、
そ
し
て
現
在
、
国
立

公
文
書
館
に
六
十
三
点
の
絵
図
が
国
指
定
重
要
文
化

財
と
し
て
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。「
笠
間
の
城
絵
図
」

は
、
正
保
二
年（
一
六
四
五
）、
藩
主
井
上
正
利
の

入
封
間
も
な
い
時
期
の
提
出
で
し
た
。
笠
間
城
下
は

前
藩
主
浅
野
長
直
の
治
世
に
城
下
町
と
し
て
の
構
造

が
完
成
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
　

「
笠
間
の
城
絵
図
」
に
は
、
幕
府
の
指
示
通
り
建

造
物
、
堀
の
深
さ
、
曲く

る
わ輪
の
広
さ
ま
で
描
か
れ
て
い

ま
す
。
笠
間
城
内
で
は
、
天
守
曲
輪
の
二
層
の
天
守

櫓や
ぐ
ら

、本
丸
の
隅す

み
や
ぐ
ら櫓
、物も

の
み
や
ぐ
ら

見
櫓（
八
幡
台
櫓
と
宍
ヶ
崎
櫓
）

な
ど
、
ま
た
門
に
関
し
て
は
天
守
曲
輪
入
口
門
を
は

じ
め
、
大
手
門
、
的
場
丸
門
、
黒
門
な
ど
十
三
の
門

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。天
守
曲
輪
、本
丸
、二
の
曲
輪
、

帯お
び
く
る
わ
曲
輪
の
全
周
は
塀
が
巡
ら
さ
れ
、
大
手
門
の
周
辺

で
は
桝
形
の
よ
う
な
空
間
が
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
城
下
を
み
る
と
、
家
臣
団
屋
敷
は
、
上
級
家

臣
の
侍
屋
敷
、
そ
し
て
中
下
級
家
臣
の
侍
町
や
足
軽

町
、
町
人
町
は
本
町（
の
ち
の
大
町
）・
新
町
・
愛

宕
町
・
高
橋
町
・
高
橋
新
町（
の
ち
の
荒
町
）
な
ど

の
町
割
り
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
橋
川
・
福
田

川（
現
在
の
涸
沼
川
）
の
川
幅
、
深
さ
、
蒲
生
郷
成

の
造
成
と
伝
え
ら
れ
る
用
水
路
な
ど
も
詳
し
く
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
街
道
に
は
宍
戸
通（
江
戸
道
）

の
宍
戸
口
、真
壁
通（
真
壁
通
江
戸
道
）の
高
橋
口
、

小お
ぬ
き貫
通（
宇
都
宮
街
道
）の
小
貫
口
、万
福
寺
通（
水

戸
街
道
）
の
愛
宕
町
口
、
と
い
っ
た
城
下
へ
の
入
り

口
に
土
塁
に
囲
ま
れ
た
桝
形
が
描
か
れ
、
山さ

ん
き
ょ居
経
由

の
水
戸
街
道
入
り
口
で
あ
る
現
在「
桝
形
」
と
呼
ば

れ
る
大
町
と
大
和
田
の
接
点
は
、
同
絵
図
で
は
一
般

的
な
方
形
で
は
な
く
変
形
し
た
土
塁
で
す
。
ま
た
坂

尾
口
に
は
食
い
違
い
虎
口
を
築
い
て
い
ま
す
。
そ
し

て
桝
形
と
と
も
に
城
下
の
北
方
か
ら
西
方
を
巻
く
よ

う
に
南
流
す
る
涸
沼
川
を
城
下
の
防
禦
に
活
用
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
て
同
絵
図
を
見
て
い
く
と
笠
間
の
桝
形

は
、
城
の
防
禦
に
と
ど
ま
ら
ず
城
下
全
体
の
防
禦
と

し
て
機
能
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
、
私
た
ち
が
利
用

す
る
道
で
、
こ
こ
は
曲
が
っ
て
い
て
通
行
し
に
く
い

と
感
じ
る
と
こ
ろ
が
過
去
に
は
桝
形
と
し
て
、
街
道

を
屈
曲
さ
せ
敵
を
真
っ
直
ぐ
に
侵
入
さ
せ
な
い
工
夫

が
な
さ
れ
た
場
所
で
あ
っ
た
の
で
す
。
何
気
な
い
通

り
か
ら
も
、
城
下
町
笠
間
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き

る
歴
史
あ
る
街
で
す
。（

市
史
研
究
員
　
松ま

つ
や
ま山 

京き
ょ
う
こ子

）
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絵
図
か
ら
み
る
笠
間
城
下
の
桝
形

正保城絵図　常陸国笠間之城絵図（国立公文書館蔵）
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